
市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー 三島市　市民活動団体応援

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイベント
や会員募集を紹介するものです。掲載申込みの詳細は、市HPをご覧ください。
問広報情報課☎983・2620

５月１日号への掲載の申込みは、
３月 ２3 日㈭までに電子申請

電子申請はこちら▶
（https://logoform.jp/form/pqff/143867）

※「電子申請」からお申込みください。

佐野美術館友の会恒例行事 
「友の会作品展」

時３月 21 日（火・祝）～ 26 日㈰午前 10 時

～午後５時（21 日は午後１時から、26 日

は午後３時まで場生涯学習センター３階・

市民ギャラリー、多目的ホール内日本画、

陶芸、墨絵、洋画の展示費無料問佐野美

術館友の会・中島☎ 975・0129

文化

三島ジュニアバドミントンクラブ 
会員募集

時４月～令和6年２月毎週土曜日午前9時～

正午場東小学校体育館内年齢・技術に応じて

講師が指導を行い、バドミントン技術向上お

よび子どもの運動能力向上を目指します。費

▶年会費１万 2,000 円▶入会金 1,000 円▶保

険料 800 円対新小学３～５年生定先着 30 人
持室内運動靴申３月 11 日㈯より三島市バド

ミントン協会ＨＰにて受付開始問三島市バド

ミントン協会・野田☎ 090・6808・6165

初心者弓道教室生募集

時４月４日～７月 11 日毎週火曜日午後７

時～9時（全 15 回）場市民体育館・弓道

場費6,000 円対18 歳以上定20 人申・問３

月 28 日㈫までに往復はがきに住所、氏名、

生年月日、電話番号を記入し奈良信一〶

411・0842 南町８・23 ☎ 973・4677

ミニバスケットボール教室 
生徒募集

時４月８日～令和6年３月 23 日毎週土曜

日午前9時 30 分～ 11 時 30 分場市民体育

館、北上小体育館内基本練習、練習試合費

１万円（会場費、保険料など）対新小学４

年生定25 人申・問３月 20 日㈪までに往復

はがきに①児童氏名、性別②住所③電話番

号④保護者氏名⑤学校名を記入し中村龍〶

411・0801 谷田 2023・30 ☎ 972・0886

日本空手道陽明会三島支部 
糸
しとうりゅう

東流　門下生募集
「知行合一」知識と行動は同じものであり、

本当の知とは必ず行為をともなう…を理

念とし、空手道を通して社会性を学びま

しょう。時月に6回（金曜日４回、火曜

日２回）午後７時～８時 50 分（１カ月無

料体験あり）場市民体育館、徳倉公民館、

中郷公民館費子ども月 2,500 円申・問松下

☎ 090・6762・7739

脳がいきいき若がえる 
シニアのための脳トレピアノ お仲間募集
時毎月第１火曜日午前 10 時 15 分～ 11 時

45 分�（無料体験会：３月 28 日㈫）場見晴

台自治会館・わいわいホール内シニアのた

めの脳トレピアノ、脳がいきいき若がえる。

指の体操や脳トレゲームで笑って楽しくお

仲間と一緒にピアノを弾きましょう。（キー

ボード使用）費月 2,000 円※別途、楽器レ

ンタル料 300 円対60 歳程度から申・問３月

20 日㈪までに浅野☎ 080・3634・6239

上岩崎公園桜祭り

時３月 25 日㈯午前 10 時～午後３時※小

雨決行、荒天中止場上岩崎公園（文教町）
内地域の居場所、交流の場をつくるイベ

ント。ハンドメイドショップやキッチン

カーの出店あり。費入場無料対市内在住

の人問コミュニティスペース・ジモット

☎ 986・2133（火～金曜日午後１時～４時）

'23 登山・ハイキング講座 
受講生募集

時３月 25日㈯～令和6年３月 24日㈰午後

１時 30 分～３時 30 分場錦田公民館内山の

歩き方、楽しみ方、地図および天気図の

見方や危機管理などを、１年かけて座学

と実技で学びます。費3,900 円※別途、交

通費および宿泊費、避難保険料定22 人申・
問３月 24 日㈮までに根上☎ 971・9660

スポーツ・健康

その他

　新型コロナウイルス感染症の拡大
防止を図るため、掲載した事業を
中止・延期または内容変更する場
合があります。

【申込みの注意事項】
・紙面に限りがあるため、掲載
できない場合や、内容を省略
する場合があります。了承の
うえ、お申込みください。

・掲載の可否は原稿の確認の連絡
をもって代えるものとし、掲載
不可の場合は連絡しません。

・掲載は無料
・掲載基準を必ず確認し、了承
のうえでお申込みください。

※掲載基準などの詳細は
　市ホームページ▶

広報みしま 締切日

6月１日号 ４月21日㈮

７月１日号 ５月26日㈮

８月１日号 6月23日㈮

（電子申請がご利用い
ただけない場合は、申
込用紙を広報情報課�
℻ 983・2719）
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私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
優
し
く
て
、

物
知
り
で
す
。
私
が
宿
題
の
わ
か
ら
な
い

所
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
地
域
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
を
し
て
い
ま
す
。
朝
私
た
ち
が
学
校
に

行
く
時
に
私
の
家
の
前
に
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
道
を
通
っ
た
人
に
あ
い
さ
つ
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
私
が
小
学
校

に
入
る
よ
り
前
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
、
少

し
明
る
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
私
は
、

こ
れ
か
ら
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
し
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

当
番
　
み
ぞ
ぐ
ち
　
れ
い
な

当
番
　
み
ぞ
ぐ
ち
　
れ
い
な    

さ
ん
さ
ん

　
広
報
み
し
ま
令
和
4
年
12
月
１
日

号
、
勘
兵
衛
が
見
た
山
中
城
（
三
）

の
続
き
で
、
二
の
丸
に
敵
と
入
り
交

じ
っ
て
侵
入
し
た
後
の
記
述
に
な
り

ま
す
。

　
勘
兵
衛
が
記
述
す
る
二
の
丸
に
入

る
と
、
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

「
鎧よ

ろ
い
む
し
ゃ

武
者
所
々
に
群
れ
立
ち
」
と
あ

り
、
敗
走
す
る
兵
の
中
に
は
す
で
に

戦
意
を
無
く
し
て
立
ち
つ
く
す
者
も

い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
二
の
丸
は
本
丸
の
手
前
に

あ
り
比
較
的
平
坦
で
長
い
曲く

る
わ輪

（
図

中
①
）
で
す
。
通
常
の
山
城
で
は
二

分
割
し
た
ほ
う
が
守
り
の
観
点
か
ら

有
効
な
の
で
す
が
、
現
時
点
に
お
け

る
発
掘
調
査
で
は
、
尾
根
を
分
断
す

る
堀
跡
は
発
見
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

当
時
こ
の
大
空
間
が
必
要
だ
っ
た
理

由
を
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
山
中
城
廃は

い
じ
ょ
う城

後
に
は
、
徳
川
家

康
に
よ
り
東
海
道
へ
変
更
し
ま
す
。

で
は
そ
れ
以
前
は
峠
越
え
の
道
は
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
は
山

中
城
を
造
る
た
め
、あ
る
い
は
小
田

原
城
と
韮
山
城
の
連
絡
道
と
し
て
、

「
箱は

こ
ね
じ

根
路
」が
現
在
の
箱
根
旧
街
道

石い
し
だ
た
み

畳
の
付
近
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
連
絡
道
が
で
き
れ
ば
物
資
の
移

動
は
頻ひ

ん
ぱ
ん繁
に
な
る
た
め
、
山
中
城
は

道
を
城
内
に
取
り
込
み
「
関せ

き

所し
ょ

」
と

し
て
の
監
視
機
能
も
担
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
戦
国
で
も
江
戸
時

代
で
も
箱
根
山
は
重
要
な
地
点
で
あ

り
、
家
康
は
箱
根
宿
に
、
北
条
氏
は

山
中
城
に
関
所
を
作
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
二
の
丸
の
記
述
は
続
き
ま

す
。「
か
ま
え
の
戌い

ぬ
い亥
」（
北
西
）
に

「
土ど

居い

高
き
所
に
大
杉
…
所
よ
り（
土

壁
の
高
い
所
か
ら
鉄
砲
が
た
く
さ
ん

撃
ち
か
け
ら
れ
た
）」
と
記
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
を
「
本
丸
」
と
勘
兵
衛

は
確
信
し
ま
し
た
。
二
の
丸
の
途
中

か
ら
本
丸
の
大
杉
の
と
こ
ろ
ま
で
は

記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
土ど

橋ば
し

が
あ
っ
て
す
ん
な
り
と
入
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
当
時
は
堀
底
ま
で
下

り
て
ま
た
上
っ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
所
で
す
。
江
戸
時
代
の
絵
図
で
は

土
橋
が
な
く
、
廃
城
後
駒
形
・
諏
訪

神
社
の
分ぶ

ん

祀し

と
同
時
に
土
橋
が
作
ら

れ
た
と
判
断
で
き
ま
す
。

　
勘
兵
衛
が
大
杉
の
あ
る
場
所
に
上

っ
て
、
矢や

ぎ
り切

（
塀へ

い

）
の
上
よ
り
西
側

の
本
丸
内
を
覗
い
た
後
の
記
述
は
次

回
に
続
き
ま
す
。

（
次
回
の
「
勘
兵
衛
が
見
た
山
中
城
」

は
５
月
１
日
号
で
掲
載
予
定
）

※
本
文
章
は
正
式
報
告
と
は
異
な
り
、

現
時
点
で
は
説
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郷土資料館（楽寿園内）☎ 971・8228
郷土資料館では、5月 28 日㈰まで企画展「三島ゆかりの文化人たち」を開催しています。

No.417

▲勘兵衛の記述する二の丸

▲本丸鳥瞰図

勘か
ん
兵べ

衛え

が
見
た
山
中
城
（
四
）
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